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議長 吉岡 健太郎　副議長 廣嶋 公治
令和元年 議会新体制決まる

副議長　廣嶋　公治 議長　吉岡　健太郎
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
大
熊
町

議
会
を
代
表
致
し
ま
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
町
議
会
へ
の

深
い
ご
理
解
と
議
会
活
動

に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援

や
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
11
月
の
臨
時

議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
大
熊
町
議
会
議
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し

町
民
の
皆
様
と
議
員
各
位

の
ご
協
力
を
賜
り
、
大
熊

町
の
復
興
再
生
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
常
磐
線

が
全
線
開
通
し
、
大
野
駅

周
辺
の
一
部
で
避
難
指
示

が
解
除
さ
れ
ま
す
。

　

大
野
駅
か
ら
大
熊
イ
ン

タ
ー
へ
の
導
線
、
ま
た
立

入
規
制
の
緩
和
が
予
定
さ

れ
る
下
野
上
地
区
を
通
り

大
川
原
ま
で
の
導
線
が
確

立
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
若
干
で
は

あ
り
ま
す
が
交
流
人
口
の

増
加
も
期
待
出
来
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
が
一
丸
と

な
り
絆
事
業
の
継
続
や
、

県
内
外
に
避
難
し
て
い
る

町
民
の
皆
様
へ
の
支
援
策

等
を
提
言
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
衷
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
議
会

を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
仲
野
　
　
剛

副
委
員
長
　
阿
部
　
光
國

議
会
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
運
営
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
議
長
の
諮
問
機
関
で
あ
り
、
条
例
制
定
や
請
願

書
の
取
扱
い
を
行
い
ま
す
。

廣嶋　公治　　木幡　ますみ　　佐藤　照彦
阿部　光國　　仲野　剛

　
昨
年
11
月
20
日
、
臨

時
議
会
が
招
集
さ
れ
議

長
に
吉
岡
健
太
郎
議
員

副
議
長
に
廣
嶋
公
治
議

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
各
委
員
会
の
構

成
も
決
ま
り
ま
し
た
。

町
民
目
線
で
課
題
に
向
き
あ
い

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
ま
す

議
長
あ
い
さ
つ
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
武
内
　
正
則

　

大
熊
町
の
復
興
と
町
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
の
未
来
を

守
る
の
が
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
役
割
で
す
。

　

適
正
な
運
営
を
し
て
い
る
か
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

所
　
管

総
務
課　

税
務
課　

企
画
調
整
課　

用
地
対
策
室

出
納
室　

議
会
事
務
局　

教
育
総
務
課

選
挙
管
理
委
員
会　

監
査
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会　

西山　英壽　　千葉　幸生　　渡辺　誠
武内　正則　　阿部　光國

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
　
照
彦

副
委
員
長
　
渡
辺
　
　
誠

　

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
各
地
で
活
動
し
て
い
る
町
民
の
方
々
を
紹
介
し

ま
す
。

島原　健二郎　　西山　英壽　　石井　和弘　　阿部　光國
廣嶋　公治　　佐藤　照彦　　渡辺　誠

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
木
幡
　
ま
す
み

副
委
員
長
　
島
原
　
健
二
郎

　

新
し
い
町
づ
く
り
と
生
活
支
援
策
な
ど
を
町
民
の
目

線
で
審
査
し
提
言
し
て
い
く
の
が
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
の
役
割
で
す
。

所
　
管

住
民
課　

保
健
福
祉
課　

環
境
対
策
課

生
活
支
援
課　

復
興
事
業
課　

産
業
建
設
課

い
わ
き
出
張
所　

会
津
若
松
出
張
所

中
通
り
連
絡
事
務
所　

農
業
委
員
会

坂
下
ダ
ム
管
理
事
務
所

佐藤　照彦　　石井　和弘　　仲野　剛
廣嶋　公治　　島原　健二郎　　木幡　ますみ

委
員
会
紹
介



12
月
定
例
会令

和
２
年
４
月
開
設

住
民
福
祉
施
設
条
例
制
定

条
例
制
定
　
一
部
改
正

補
正
予
算
な
ど
を
審
議

令
和
元
年
12
月
定
例
会
が
12
月
11
日
か
ら
13
日
ま

で
の
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
に
町
長
か
ら
条
例
制
定
お
よ
び
一
部
改

正
、
土
地
の
取
得
、
財
産
処
分
、
一
般
会
計
補
正
予

算
、
人
事
案
件
な
ど
18
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
日
目
は
３
人
が
一
般
質
問
で
登
壇
、
避
難
地

域
ご
と
の
連
絡
網
を
作
る
べ
き
、
水
害
に
遭
っ
た
町

民
に
お
見
舞
い
を
す
べ
き
、
東
側
エ
リ
ア
に
企
業
誘

致
を
す
る
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
３
日
目
最
終
日
に
本
会
議
を
開
き
、
初
日
に
提

案
さ
れ
た
18
議
案
を
審
議
し
全
議
案
と
も
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
16
人
で
し
た
。

12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

大
川
原
復
興
拠
点
内
に
令
和
２
年
４
月
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
開
設
に
あ
た
り
設
置
条
例
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
お
よ
び
交
流
を
図
る
た
め
の

条
例
で
す
。

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が
家
庭
的
な
環
境
の
下
で
、
自

ら
の
役
割
を
持
ち
な
が
ら
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
設
置
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
に
は
２
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
り
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
に

９
名
、
総
数
18
名
が
入
所
で
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
名
称
は
、
町
民
か
ら
の
公
募
に
よ

り
「
お
お
く
ま　

も
み
の
木
苑
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

設
置
条
例

町民が安心して生活できる福祉ゾーン

福祉事業者
事務所

認知症高齢者
グループホーム

住民福祉センター
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補
正
予
算

大
野
駅
利
用
者
の
安
全
安
心
と
犯
罪
の
抑
止
を
目
的
と

し
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
４
台
設
置
し
ま
す
。

役
場
と
駅
に
設
置
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
放
射

線
情
報
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
す
る
た
め
、
既
存

の
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
改
修
す
る
も
の
で

す
。 防

犯
カ
メ
ラ
設
置�

２
１
７
万
円

放
射
線
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

委
託�

６
６
０
万
円

大野駅に防犯カメラ設置
利用者の安全安心を守る

中
間
貯
蔵
施
設
予
定
地
内
に
あ
る
野
馬
形
地
区
集
会
施

設
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
ラ
イ
ト
お
お
く
ま

の
一
部
）
を
財
産
処
分
し
基
金
に
積
立
て
ま
す
。

大
川
原
地
区
の
頭
森
公
園
に
隣
接
す
る
山
林
、
墓
地
、

沼
地
１
６
９
４
平
方
㍍
を
取
得
し
、
里
山
と
し
て
公
園
周

辺
も
含
め
一
体
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

財
産
処
分�

３
億
８
８
２
万
円

用
地
取
得�

１
１
５
９
万
円

利用者の憩いの場だったデイサービスセンター

開業に向けて整備が進む大野駅
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財
産
処
分
・
用
地
取
得中間貯蔵施設予定地内

公有財産処分決まる



現
在
の
会
津
若
松
出
張
所
の
移
転
に
伴
い
、
会
津
若
松

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
近
く
の
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
内
の
建
物

を
改
修
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
を
１
０
０
台
購
入
し
、
災

害
情
報
等
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
大
川
原
、
中
屋
敷
地
区

に
居
住
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
希
望
者
に
配
布
し
ま
す
。

県
立
大
野
病
院
が
再
開
す
る
ま
で
の
間
、
町
内
で
生
活

す
る
上
で
必
要
な
診
療
所
を
大
川
原
復
興
拠
点
内
に
整
備

し
ま
す
。

基
本
計
画
を
見
直
し
、
設
計
業
務
等
を
委
託
す
る
業
者

を
選
定
す
る
た
め
の
事
業
費
で
す
。

併
せ
て
運
営
方
法
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

診
療
所
整
備�
７
０
５
万
円

会
津
若
松
出
張
所
改
修
費

�

２
２
０
０
万
円

戸
別
受
信
機
購
入
費�

５
２
７
万
円

駐
車
場
用
地
購
入
費�

３
５
１
万
円

大
川
原
復
興
拠
点
内
に
あ
る
本
庁
舎
の
東
側
の
土
地
を

取
得
し
、
駐
車
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
員

末
永
清
一
氏
を
選
任

全
会
一
致
で
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
氏
名
）
末
永　

清
一　

氏

（
住
所
）
大
熊
町
大
字
熊

（
任
期
）
令
和
元
年
12
月
17
日
か
ら

生活にかかせない医療施設を（イメージ）

利便性を考えインターチェンジ近くへ
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補
正
予
算

診
療
所
整
備
始
ま
る

運
営
方
法
な
ど
を
検
討

大川原拠点内
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下野上地区の都市計画
区域認定へ動き出す

　
　

区
域
内
の
土
地
利
用

へ
の
同
意
進
捗
は
。　

　
　

地
権
者
１
４
７
名
の

内
お
お
む
ね
は
訪
問
し
同

意
を
頂
い
た
。

　

訪
問
で
き
な
い
地
権
者

へ
は
電
話
等
で
訪
問
を
調

整
し
て
い
る
。

　
　

区
域
内
の
「
り
災
証

明
」
の
発
行
手
続
き
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

　
　

訪
問
時
に
証
明
書
の

内
容
、
手
順
を
説
明
し
、

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　
　

訪
問
時
に
地
権
者
へ

の
事
業
内
容
を
説
明
し
要

望
を
聞
く
べ
き
で
は
。　

　
　

要
望
は
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
事
業
へ
反
映
し
て

い
き
た
い
。

下
野
上
地
区
都
市

計
画
区
域

問答問答問答
令
和
元
年
12
月
定
例
会
で
補
正
予
算
、
条
例
改
正

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

補
正
予
算
質
疑

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
回
収

す
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
回
収
し

な
い
。

　

終
了
時
に
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
初
期
化
が
必
要
と
な

る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
再
利
用

で
き
る
が
個
人
で
の
再
契

約
が
必
要
と
な
る
。

　

終
了
後
の
処
理
に
困
っ

た
人
は
企
画
調
整
課
へ
連

絡
願
い
た
い
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
終
了
に

代
わ
る
計
画
は
。

　
　

情
報
弱
者
が
な
い
よ

う
当
面
は
総
務
課
の
お
知

ら
せ
メ
ー
ル
で
対
応
し
、

町
民
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
終
了

問答問答

　
　

会
議
室
は
町
民
も
利

用
で
き
る
の
か
。

　
　

事
務
所
で
会
議
等
が

な
い
時
は
利
用
で
き
る
。

　
　

避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
た
区
域
で
の
固
定
資
産

税
課
税
再
開
を
詳
し
く
説

明
す
べ
き
で
は
。

　
　

広
報
等
で
周
知
し
、

個
別
で
の
電
話
相
談
を
受

け
付
け
る
。

　
　

指
定
管
理
者
に
お
お

く
ま
福
寿
会
が
指
定
さ
れ

た
が
現
在
の
人
員
で
運
営

で
き
る
の
か
。

　
　

職
員
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
32
名
の
応
募
が
あ
り

４
名
が
２
次
審
査
に
残
っ

た
。
開
所
時
に
は
９
名
の

会
津
若
松
出
張
所

会
議
室

問答固
定
資
産
税

問答認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

問答

職
員
で
運
営
し
て
い
き
た

い
。

　
　

消
防
団
が
夜
警
を
実

施
で
き
な
い
理
由
は
。　

　
　

団
員
が
広
範
囲
に
避

難
し
て
い
る
た
め
長
距
離

運
転
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考

慮
し
て
今
年
度
は
実
施
し

な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

次
年
度
以
降
も
実
施

し
な
い
の
か
。

　
　

消
防
団
と
実
施
を
前

提
に
協
議
し
て
い
く
。

　
　

い
ち
ご
工
場
へ
の
支

援
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
内
容
は
。

　
　

太
陽
光
発
電
事
業
で

事
業
者
よ
り
毎
年
５
０
０

万
円
の
地
域
支
援
金
が
あ

り
、
今
回
は
い
ち
ご
工
場

に
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
３
台

の
購
入
を
支
援
す
る
。

消
防
団

問答問答い
ち
ご
工
場

問答

　
　

今
後
町
内
で
農
業
が

再
開
さ
れ
集
団
化
、
法
人

化
さ
れ
た
ら
支
援
金
は
使

え
る
の
か
。

　
　

活
用
す
る
こ
と
は
可

能
。
事
業
者
よ
り
20
年
間

支
援
金
が
入
る
。

　
　

町
営
診
療
所
を
立
ち

上
げ
後
、
県
立
大
野
病
院

が
再
開
し
た
場
合
、
診
療

所
の
扱
い
は
。

　
　

再
開
し
た
場
合
、
二

次
医
療
は
県
立
大
野
病
院

一
次
医
療
は
診
療
所
と
し

た
い
。

　
　

今
年
度
の
イ
ノ
シ
シ

等
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
数
は
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て

は
帰
還
困
難
区
域
で
５
９

６
頭
、
避
難
指
示
解
除
区

域
で
１
１
１
頭
、
ア
ラ
イ

グ
マ
等
は
１
０
０
頭
捕
獲

し
た
。

問答町
営
診
療
所

問答有
害
鳥
獣
駆
除

問答
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一  

般  

質  

問

３
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ
未来に希望を込めてぺったんぺったん（里がえりもちつき大会）

１．千　葉　幸　生 議員	 ９

上水道は新ルートで敷設するべき

避難地域ごとの連絡網を作るべき

２．木　幡　ますみ 議員	 10

水害に遭った町民にお見舞いをすべき

いわき出張所を別の場所に

３．佐　藤　照　彦 議員	 11

大川原地区東側エリアに企業誘致を
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一  

般  

質  

問
千
葉
　
幸
生 

議
員

　
　
　

町
内
の
上
水
道
は

耐
震
性
や
老
朽
化
も
懸
念

さ
れ
る
。

　

大
野
駅
前
周
辺
は
老
朽

化
し
た
配
管
が
細
か
く
敷

設
さ
れ
て
い
る
。

　

既
設
上
水
道
配
管
は
閉

止
ま
た
は
撤
去
し
、
復
興

計
画
や
今
後
の
町
の
あ
り

方
を
十
分
に
熟
慮
し
た
新

配
管
ル
ー
ト
に
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

町
は
具
体
的
な
計
画
図

を
作
成
し
、
新
ル
ー
ト
の

策
定
と
施
工
計
画
の
速
や

か
な
提
出
を
双
葉
地
方
水

道
企
業
団
に
要
請
す
べ
き

で
あ
る
。

　

町
長
の
所
見
を
問
う
。

　
　
　

大
野
駅
前
周
辺
お

よ
び
下
野
上
地
区
内
は
、

令
和
４
年
春
の
避
難
指
示

解
除
を
目
指
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

　

ご
指
摘
の
通
り
上
水
道

の
管
径
や
ル
ー
ト
の
変
更

は
必
須
で
あ
る
。

　

老
朽
化
し
た
配
管
の
入

千
葉

町
長

れ
替
え
も
含
め
て
し
っ
か

り
と
し
た
計
画
を
早
急
に

作
成
し
、
計
画
的
敷
設
工

事
を
要
請
し
て
い
く
。

　

そ
の
際
、
官
民
連
携
手

法
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

の
必
要
性
・
有
効
性
を
十

分
に
理
解
し
特
定
復
興
再

生
拠
点
整
備
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

緊急時にしっかり寄り添う対応を

問 新ルートで敷設するべき

答 計画を早急に作成する
上
水
道

　
　
　

台
風
19
号
や
そ
の

後
の
大
雨
は
町
外
に
住
む

多
く
の
大
熊
町
民
に
も
被

害
を
も
た
ら
し
た
が
、
現

体
制
の
執
行
部
は
物
理
的

千
葉

に
も
時
間
的
に
も
町
民
の

被
災
状
況
や
安
否
の
確
認

す
ら
困
難
で
あ
っ
た
。

　

町
外
避
難
者
に
対
し
緊

急
時
に
こ
そ
し
っ
か
り
と

寄
り
添
う
対
応
が
必
要
と

考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
町
民
個
々
の

個
人
情
報
で
あ
る
こ
と
か

ら
十
分
な
配
慮
が
必
要
と

な
る
が
、
町
民
に
と
っ
て

不
安
な
気
持
ち
を
少
し
で

も
和
ら
げ
る
意
味
で
も
、

緊
急
時
に
限
っ
て
郵
便
番

号
ま
た
は
小
字
ご
と
の
連

絡
網
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　

発
信
者
は
大
熊
町
民
で

そ
の
地
域
の
現
状
を
よ
く

把
握
さ
れ
て
い
る
信
頼
の

お
け
る
方
に
し
て
は
ど
う

か
。

　

こ
の
提
案
の
賛
否
を
町

長
に
問
う
。

　
　
　

災
害
救
助
法
で
は

住
民
票
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
発
生
場
所
の
自
治
体
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
居
住
自
治
体
に
お

願
い
す
る
し
か
な
い
。

　

連
絡
網
作
成
に
つ
い
て

は
、
大
変
有
効
と
理
解
し

て
い
る
が
、
避
難
地
域
ご

と
に
作
る
こ
と
は
個
人
情

報
で
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
台
風
と
そ
の
後

の
大
雨
被
害
の
課
題
や
対

応
の
方
向
性
を
検
証
す
る

中
で
検
討
し
て
い
く
。

町
長

問 

避
難
地
域
ご
と
の
連
絡
網
を
作
る
べ
き

答 

個
人
情
報
で
あ
り
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

台風19号被害対応
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一  

般  

質  

問

災害対策を万全に（いわき出張所移転予定地）

　
　
　

10
月
日
本
に
上
陸

し
た
台
風
19
号
は
関
東
地

方
や
甲
信
越
地
方
、
東
北

地
方
な
ど
で
記
録
的
な
大

雨
と
な
り
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。

　

福
島
県
内
で
も
同
じ
く

避
難
所
で
あ
る
体
育
館
や

仮
設
住
宅
で
過
ご
し
て
い

る
方
が
大
勢
い
る
。

　

ま
た
大
熊
町
民
に
お
い

て
も
床
上
床
下
浸
水
の
被

害
を
被
り
、
命
の
危
険
さ

え
感
じ
た
方
も
い
た
。

　

仮
設
住
宅
に
身
を
寄
せ

自
宅
の
修
繕
を
し
た
り
、

復
興
公
営
住
宅
に
入
居
し

木
幡

た
方
も
い
る
。

今
回
の
台
風
に
よ
る
水

害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

自
治
体
に
対
し
町
と
し
て

お
見
舞
い
を
す
る
と
聞
い

た
が
町
民
で
被
害
を
被
っ

た
方
に
対
し
て
お
見
舞
い

を
し
な
い
の
か
。

今
も
心
細
い
思
い
を
し

て
い
る
と
聞
い
た
。
ぜ
ひ

お
見
舞
い
を
す
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
考
え
を
問
う
。

木幡ますみ 議員

　
　
　

お
見
舞
い
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
大
多
数
が

避
難
す
る
い
わ
き
市
や
郡

山
市
で
は
住
民
登
録
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
対
し

て
は
居
住
要
件
で
見
舞
金

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

対
応
が
異
な
る
自
治
体

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ

の
場
合
は
町
で
の
対
応
を

考
え
、
水
害
に
遭
っ
た
町

民
の
た
め
に
支
援
策
を
検

討
し
た
い
。

町
長

問 

町
民
に
お
見
舞
い
を
す
べ
き

答 

支
援
策
を
検
討
す
る

水害支援

　
　
　

移
転
が
決
定
し
た

い
わ
き
出
張
所
は
今
回
の

台
風
に
よ
る
水
害
を
受
け

た
地
域
に
あ
る
。
台
風
に

よ
る
水
害
は
も
う
二
度
と

来
な
い
と
は
言
え
ず
こ
の

場
所
で
大
丈
夫
な
の
か
。

こ
の
際
、
移
転
先
を
別
の

場
所
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
変
更
が
難
し
い
な
ら

ば
災
害
時
の
対
応
は
ど
う

す
る
つ
も
り
か
。
町
長
の

考
え
を
問
う
。

　
木
幡

　
　
　

い
わ
き
出
張
所
の

件
に
つ
い
て
は
、
い
わ
き

市
内
で
の
利
便
性
や
駐
車

場
、
建
物
の
広
さ
な
ど
を

考
慮
し
て
適
地
と
判
断
し

た
。

　

万
が
一
同
じ
よ
う
な
災

害
に
な
っ
て
も
水
没
か
ら

免
れ
る
よ
う
に
、
室
外
機

や
事
務
機
器
な
ど
高
さ
を

確
保
し
て
対
応
し
て
行
き

た
い
。

町
長

問 いわき出張所を別の場所に

答 利便性を考慮して適地と判断した
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一  

般  

質  

問

　
　
　

今
年
４
月
、
中
屋

敷
・
大
川
原
地
区
の
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
、
新
庁

舎
で
の
業
務
開
始
や
公
営

住
宅
へ
の
入
居
、
福
祉
施

設
の
建
設
な
ど
復
興
拠
点

内
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
の

計
画
で
は
復
興
拠
点
と
し

て
大
川
原
地
区
内
の
常
磐

自
動
車
道
を
中
心
に
、
一

団
地
と
し
て
東
西
地
区
約

38
㌶
を
整
備
し
て
い
く
と

認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
西
側
約
18
㌶
に

つ
い
て
は
着
手
さ
れ
て
い

る
が
、
東
側
約
20
㌶
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
目
途
が
立

っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

る
。一

方
で
令
和
４
年
４
月

の
開
校
に
向
け
幼
保
・
小

中
一
貫
校
の
整
備
計
画
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
よ

り
多
く
の
住
民
の
帰
還
に

つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
こ

の
東
側
エ
リ
ア
に
企
業
誘

致
を
図
り
、
こ
こ
で
従
事

す
る
方
々
の
住
宅
等
を
整

佐
藤

備
す
る
こ
と
で
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

町
の
考
え
は
ど
う
か
見

解
を
伺
う
。

佐
藤
　
照
彦 

議
員

問 東側エリアに企業誘致を

答 農業エリアとして検討

復
興
拠
点

大
川
原
地
区

　
　
　

大
川
原
地
区
内
の

常
磐
自
動
車
の
東
西
を
中

心
に
、
復
興
拠
点
と
し
て

約
38
㌶
を
整
備
し
て
い
く

予
定
で
あ
っ
た
が
、
一
部

交
渉
が
ま
と
ま
ら
ず
、
面

町
長

的
か
つ
早
急
な
整
備
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
西
側

18
㌶
を
国
の
認
定
を
受
け

役
場
や
災
害
復
興
公
営
住

宅
等
を
整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
現
在
は
、
令
和
２

年
春
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
全
線

開
通
、
令
和
４
年
春
の
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域
全

域
の
避
難
指
示
解
除
に
向

け
大
野
駅
周
辺
及
び
下
野

上
地
区
の
整
備
を
大
川
原

と
同
様
、
国
の
一
団
地
事

業
を
活
用
し
て
整
備
を
進

め
る
方
針
で
あ
る
。

企
業
誘
致
及
び
住
宅
地

等
の
整
備
に
関
し
て
は
、

駅
に
も
近
く
従
前
の
大
熊

町
に
お
い
て
も
利
便
性
の

高
か
っ
た
下
野
上
地
区
で

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

一
団
地
事
業
が
、
原
子

力
災
害
か
ら
の
復
興
の
拠

点
と
な
る
市
街
地
を
緊
急

に
整
備
す
る
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
事
業
を
活

用
し
下
野
上
地
区
を
整
備

し
て
い
る
大
熊
町
が
、
大

川
原
地
区
復
興
拠
点
の
東

有効活用が望まれる東側エリア

側
20
㌶
に
つ
い
て
再
度
こ

の
事
業
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

て
い
る
。

帰
還
す
る
住
民
が
徐
々

に
で
は
あ
る
が
、
増
え
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

現
在
、
ダ
ム
の
水
を
利

用
し
、
水
稲
の
実
証
栽
培

を
実
施
し
て
い
る
。

施
設
園
芸
な
ど
実
施
可

能
な
こ
の
東
側
約
20
㌶
に

つ
い
て
は
、
町
が
買
収
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
公
社
と
協
力
し
な
が

ら
営
農
再
開
し
た
い
方
、

そ
し
て
新
規
就
農
し
た
い

方
、
ま
た
農
業
法
人
や
農

業
関
連
企
業
な
ど
が
参
入

で
き
る
農
業
の
エ
リ
ア
と

し
て
検
討
し
て
い
く
。

常磐自動車道
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介
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光
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交流を深め実のあるサロンに
ふれあいサロン「つながっぺ・おおくま in こおりやま」

　私たちのサロンは2011年10月から、郡山市開成の縒りあい
処「空間」を会場に活動を開始しました。被災してから2年
間は、毎週土曜日月４回開催していました。
　大熊町の人たちが集まることで安心感があり、また多くの
情報を得ることができました。３年目からは第１、３土曜日
の月２回開催しております。
　活動はお楽しみ会だけではなく、常に向上心を持ち積極的
に情報を得る内容を心がけています。2012年には町に「中通
り地域の行政機能の早期拡充に関する要望書」を出しまし
た。最近ではジャーナリストとして活躍されている元NHK
アナウンサー堀潤さんをお招きして講話に耳を傾けました。
　サロンでのお昼は参加者が手作りのお料理などを持ち寄
り、ランチを楽しみながら会話を弾ませています。
　これからも交流を深めながら実のあるサロンを続けていき
たいと思っております。  
代表　太田文代　☎080-1808-8333

懇親を深めた絆研修（西伊豆）

会話が弾むランチタイム

ストレッチで健康づくり

編
集
後
記

昨
年
５
月
、
大
川
原
の
新
庁
舎
で
業
務

を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
会
津
若
松
市
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
懇
談
会
に
出

席
し
、
参
加
者
を
励
ま
す
つ
も
り
が
逆
に

元
気
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
も
52
回
目
の
発
行
と
な
り

新
メ
ン
バ
ー
で
初
め
て
の
編
集
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す

い
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

友
人
や
知
人
と
の
情
報
共
有
に
議
会
だ

よ
り
を
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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佐
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照
彦


